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I 君 は 語る。 

僕の 友人に 大原 というの がいる。 現今 は 北海道の 方 

へ 行って、 さかんに 罐詰 事業 を やって いるが、 お 父 さ 

んの 代まで は、 旧 幕臣で、 当主の 名 は 右之助と いう こ 

とに なって いた。 遠い むかし は 右 馬 之 助と いったの だ 

そうで あるが、 何 かの 事情で 馬の 字 を 省いて、 単に 右 

之 助と いう ことにな つて、 代々 の 当主 は 右之助と 呼ば 

れ ていた。 ところで、 今から 六 代 前の 大原 右之助と い 



きょ うほう 

享保 十 一 年に 八 代将 軍 〔# 「八 代将 軍」 は 底本で は 「八 

大将軍 匕 吉宗は 小金 ケ 原で 狩 をして いる。 やはり その 

年の ことで あると いうが、 将軍の 隅 田 川 御成が あった。 

僕 も 遠い昔の こと はよ く 知らないが、 二 代将 軍の 頃に 

は 隅 田 川の 堤 を 鷹 狩の 場所と 定められて、 そこに は将 

軍の 休息所と して 隅 田 川 御殿と いう ものが 作られて い 

たそうで ある。 それが 五代 将軍 綱吉の 殺生禁断の 時代 

とりこわ もく ぼ じ 

に 取 毀され て、 その後 は 木 母 寺 または 弘福寺 を 将軍の 

休息所に あてて いたと いう ことで あるが、 大原 家の 記 

録 によると、 木 母 寺 を弘福 寺に 換えられ たの は 寛 保 二 

年の ことで あると いうから、 この 話の 享保 時代に はま 



だ 木 母 寺が 将軍の 休息所に なって いた ものと 思われる。 

こんな 考証 は 僕の 畑に ない ことで あるから、 まずい 

ほん も .< 

い 加減に してお いて、 手っ取り早く 本文に とりかかる 

と、 このと きの 御成 は 四月の 末と いうので あるから 鷹 

狩で はない。 木 母 寺の すこし 先に 御前 畑と いう ものが 

あって、 そこに 将軍家の 台所 用の 野菜 や 西瓜、 真桑瓜 

のた ぐい を 作って いる。 また その 附近に 広い 芝生が 

あって、 桜、 桃、 赤松、 柳、 あやめ、 つつじ、 さくら 

草の たぐい を たくさんに 植えさせて、 将軍が ときどき 

遊覧に 来る ことにな つてい る。 このと きの 御成 も 単に 

遊覧の ためで、 隅 田の ながれ を 前にして、 晚春 初夏の 



がしに 来た。 

「大 原、 御用 だ。 すぐに 支度 をして くれ ご と、 組頭 は 

言った。 

「は ご と、 大原は 形 を あらためて 答えた。 「なんの 御 

用で ござります ご 

すいれん 

「貴公。 水練 は 達者 かな ご と、 山 下 は 念 を 押す ように 

ぎ 
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「いささか 心得が ござります ご 

口で は いささかと 言って いるが、 水練に かけて は大 

原 右之助、 実は 大 いなる 自信が あった。 大 原に かぎら 

ず、 この 時代の 御徒 士の者 はみ な 水練に 達して いたと 



て 追おうと すると、 そこらの 水草 は、 いよいよ 深くな つ 

て、 名 も 知れない 長い 藻 は 無数の 水 蛇 か 蛸の ように 彼 

の 手足に からみ 付いて くるので、 大原も ほと ほと 持て 

余した。 

彼 は よん どころ なしに 背な かの 刀 をぬ いて、 手 あた 

リ 次第に 切り払つ たが、 果てし もな く 流れつ き 絡み付 

く 藻の たぐい を 彼 はどうす る こと も 出来なかった。 大 

原 は 蜘蛛の巣に かかった 蝶の ようにいた ずらに もがき 

廻って いるう ちに、 暗い 底に は 大きい 波が 湧き あがつ 

て、 無数の 藻の たぐい は あたかも 生きて いる 物の よう 

に 一 S に そよ いで 動き 出した。 その ありさま をみ て、 



鐘 を 引 揚げる に は 相当の 準備が いる。 とても 今す ぐ 

という 訳に はいかな いこと は 誰も 知ってい るので、 い 

ずれ 改めてと いう 沙汰 だけで、 将軍 はもとの 芝生の 茶 

屋へ 戻った。 御徒 士の者 共 も 木 母 寺の 休息所へ 引つ 返 

して、 かの 三人 は 組頭から も 今日の 骨折り を 褒められ 

たが、 そのな かで も 福 井が 最も 面目 を ほどこした。 

くぼ-つけ 

公方 家から 特別に 御 賞美のお ことば を 下された の は 徒 

士 組の 名誉で あると、 組頭 も 喜んだ。 他の 者 共 も 羨ん 

だ。 

喜ぶ とか 羨む とかいう ほかに、 それが 大勢の 好奇心 

を そそった ので、 福 井の まわり を 幾重に も 取りまい て、 
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る レカ 」 

なま 

「むむ ご と、 大原 はま だ 生返事 をして いた。 

沈んで いる 鐘 を 福 井が 確かに 見届けた と 将軍の 前で 

一旦 申立てて しまった 以上、 今と なって はもう 取 返し 

の 付かない ことで、 実 をい えば 五十歩百歩 である。 い 

よいよ その 鐘 を 引 揚げに とりかか つてから、 かれの 報 

告の いつわりであった ことが 発覚す るよりも、 今のう 

ちに 早く それ を 取消した 方が 幾分 か 罪 は 軽い ように も 

思われる が、 それで かれの 失策が いっさい 帳消しに な 

ると いう 訳に は 行かない。 どの 道、 かれは その 罪 を ひ 

き 受けて 相当の 制裁 をう けなければ ならない。 まかり 
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